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目　　　　次

＜ご挨拶＞

高山理化精機と高山理化グループ会社は

信州の地：長野県松本に本社拠点があります。

アルプスの山々を日々望めるこの地は水清らかで

空気も澄み豊かな自然がある地方都市です。

さらに信州の地は観光県でもあります。

美しき信州そして日本の自然や環境を守るため

高山理化精機の従業員は企業業務活動と伴に

持続可能な目標を掲げた環境保全の取組みを

労働衛生環境などとバランスをとりながら

推進して参りたいと考えます。

２０２２年８月　佐久営業所と南信営業所の追加認証

２０２３年８月　長野県外4拠点の登録を追加認証となり

弊社は全社全拠点での認証・登録となりました。

２０２1年８月弊社はエコアクション２１の段階的認証

再認証と長野支店の追加認証・登録をいただきまし
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1.環境経営方針

＜環境保全への行動指針＞

１ ．事業活動に関連する環境関連法規制や当社が同意する要求事項を遵守します。

２ ．産業廃棄物、リサイクルの推進

３ ．省エネルギー推進により二酸化炭素排出量の削減

４ ．フロン使用機器廃棄時の適正な処理

５ ．グリーン購入推進などによる環境負荷の小さい製品の採用および提案

６ ．企業の社会的責任を重視して、サイト内の全従業員にこの方針を周知し実行すると

共に意識向上に努めます。

　

７ . ＳＤＧｓの情報入手を積極的に行い取組に向けて活動します。

高山理化精機株式会社

制定日： 2018年12月1日

改定日： 2021年3月26日

代表取締役社長 松澤　一徳

　  四季折々に変化する雄大な山並みとそこに源を発するいくつもの清流、そして清
冽な空気。私達が事業を展開する信州のこうした恵まれた自然環境は、そこで生活を
営む私達のみならず世界の貴重な財産であると考えます。この事を我々は強く認識し
「未来へ継続性のある事業活動と自然地球環境との共生」　　　この実現に向けて全
員参加の事業活動により環境負荷の低減に努めると共に、事業活動として環境測定
機器 ・有害物質監視測定器、分析器などのご提案を通じて　環境問題の解決に貢献
して参りたいと考えます。　併せてSDG'sについても環境活動にとどまらずＣＳＲ活動
の要素として取組を開始して参りたいと考えます。

環境経営方針
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2.組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名
高山理化精機株式会社 代表取締役社長　松澤　一徳

（２） 所在地
本社 長野県松本市笹賀５６５２－１８

長野支店 長野県長野市青木島町青木島乙265-1
佐久営業所 佐久市塚原980-15
埼玉ブランチ 埼玉県東松山市幸町9-24　サンシャインヒル105
南信営業所 上伊那郡南箕輪村鳥居原8296-1（つちやビル内）
北関東営業所 栃木県小山市間々田1290－2
新潟営業所 新潟県長岡市三ツ郷屋町字下川原３４１－９
山梨出張所 山梨県甲斐市島上条747-1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
代表者 　 代表取締役社長　 松澤一徳 TEL：0263-25-3111

環境責任者正 　 CSR推進室長 　 赤羽克英 FAX：0263-26-8111

環境責任者副 CSR推進室 矢島建太郎 河西伸一 Mail: info@takayamarika.co.jp

事務局担当 CSR推進室 深沢みどり　 杉浦理沙　佐藤昌樹

（４） 事業内容

電子計測器・理化学機器・分析機器・試験機等及びシステム・工業用機械の販売、

計測器・試験機の校正・保守サービス

ＣＡＤ・ＣＡＭソフトウェア等の開発及び販売・導入・コンサルタント

（５） 事業の規模

売上高： 万円 （ 年度）

従業員　　　　名

延べ床面積　㎡

（６） 事業年度 9月1日～8月31日

□.認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 高山理化精機株式会社
対象事業所： 本社、長野支店

佐久営業所  
南信営業所  

新規申請 新潟営業所 2023年追加登録  
 北関東営業所 2023年追加登録

山梨出張所 2023年追加登録
埼玉ブランチ 2023年追加登録

3.事業や製品（商品）の紹介

活動： 電子計測器・理化学機器・分析機器・試験機等及びシステム・工業用機械の販売、計測器・試験機の校正・保守サービス

佐久営業所 埼玉ブランチ 南信営業所 北関東営業所 新潟営業所 山梨出張所本社 長野支店 合計

2023年6月5日

79.3 122

1 861

9.9

6

※増築後145.8

289.4
7 3

128

621

829,000 2022

2,477 91.7 3235.938.9

41
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更新日：

□環境経営組織図及び役割・責任・権限表

※対象組織  

 

 

 

サービス向上委員会  

　

　

(2023年追加登録）

・環境活動実績の確認・評価

・試行・訓練を実施、記録の作成
・環境経営計画の審議

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

　　拠点長会議

  ＣＳＲ推進室内エ
コアクション事務局

社長
代表者

営業本部

拠点長会議

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び 新版管理

役割・責任・権限
代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

環境責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動実績の確認・評価

　 ・従業員に対する教育訓練の企画と実施・記録作成

・代表者による全体の評価と見直し、指示

 
 

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境責任者を任命

・環境経営レポートの確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告

 環境責任者

2023年6月5日

・環境活動の実績集計

・必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

エコアクション事務局 ・環境実務責任者の補佐、  ＣＳＲ推進室内エコアクション事務局 事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営レポートの承認

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の問題点の発見、是正、予防措置の実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

埼玉新潟営業

所

山梨出張

所
北関東

営業所

松本

本社
南信営業

所

長野支店 佐久営業

所
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5.主な環境負荷の実績

単位

kg-CO2

kg

kg

㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh ２０１７年中部電力の調整後の係数　

6.環境経営目標及びその実績 数値目標：○達成　×未達成
年 　

　

✕
　

X
　

✕
　

✕
　

✕

〇
　

　

〇
　

〇
　

　

〇
　

〇

✕
　

　

〇
　

　

✕
　

　

〇
　

（次項による）

2022年

127,693

3,504

2021年

130,326

97%

284,317

431,040

100%

適正管理 適正管理

環境に配慮した販売活動

82% 98%

989

適正管理

100%

13,327
　一般廃棄物排出量

9,378

1,151

287,218

化学物質の適正管理

基準年度比

二酸化炭素総排出量

項　目

2023年

　産業廃棄物排出量

989

2020年

基準年度比

13,465

（目標）

4,353

基準年度比

kg-CO2

水使用量

4,192kg 4,234

98%

1,1061,151

440,832

4,353

0.472

（基準年)

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目 （実績）

2021

433,614

107%

基準年度比

一般廃棄物の削減（可燃）

上記二酸化炭素排出量合計

364,419

廃棄物排出量

100%

4,309

適正管理

kg

3,570

適正管理

産業廃棄物の削減

100%

基準年度比

4,266

435,438

98%

96% 98%

98%

3,570

102%

100% 99%

99%

自動車燃料による二酸化炭
素削減

kg-CO2

kg-CO2 131,642

975 965

灯油による二酸化炭素削減

（目標）

評
価

134,663 129,009

2022年

99% 102% 98%

995

電力による二酸化炭素削減

100%

4,222

97%

1,095

4,551 4,150

322

(L) 125,031 123,780 119,876 122,530 121,280

1,117

18,613

97%

985 828

278,265

426,642

4,107

17,533

97%

17,894

1,129

kg-CO2 439,837

㎥

99%

17,713

432,369

97%

99% 103%

kg-CO2 18,075

基準年度比

2024年

（目標）

99%

水道水の削減

290,119

LPGによる二酸化炭素削減

(kg)

99% 83% 98%

97%

332

278,903(KWh) 276,114 285,303 273,325 267,831

(L) 7,259 7,186 7,975 7,114 7,041

281,416

97%

328 276 325

基準年度比 100%
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7.環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画（全社）

数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた（90％以上）△まあまあできた（70％～90％）×できなかった（70％未満）

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

合計

2021年 278903.1

2022年 285302.7

灯油による二酸化炭素削減

合計

2021年 7259

2022年 79751,869

0

7月

9月

0

10月

0

0

23,158

・空調温度の適正化（冷房２８℃暖房２３℃目安）

20,276

29,886 20,611

3月

24,832 23,54022,362

0

数値目標

440

9月

1,355

21,324 23,257

✕

○

20,664

1,199

0

0

560

1月

21,501

25,753 21,289

22,189

0

21,689

11月

0

500

・暖房機器の点検

902

2月

数値目標 ✕

27,109 21,389

○

○

25,252 26,740

500

24,309

0

・不要照明、休憩時の消灯 ○

0

電力は一昨年度の新型コロナ流行時期から出社人数が増えて
業務が平常時復帰するに連れて増加してきている。特に今期は9
月10月の酷暑時の冷房、1月2月の厳冬期暖房、4月5月の季節
外れの寒さなど気温不順の影響が大きいとみられる。労働安全
衛生にも関連し限度がある中、断熱や建屋構造に依存する。そ
れらの為に使用量の多い松本本社はピーク電力の削減に取り組
んできた。

24,070

0

5月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

01,918 0

4月12月11月

1,992

989 1,172 1,838

達成状況

1月

8月6月

・暖房機器の管理（暖房時２３℃目安）

10月

26,637

0 0

取組結果とその評価、次年度の取組計画

弊社の灯油は暖房機器のみ利用であり、昨季と比較して月によ
る増減があるが前期に比べ増加傾向にある。今期は電力のコス
トが大きく値上がりしたため意識的に暖房は灯油使用依存となっ
た。加えて4月も寒かった為灯油追加している。気温不順がある
のと労働安全衛生の観点からやむを得ない。

0

6月

0

25,626

12月

7月2月

00

✕

8月

20,744

3月 4月 5月

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000 電力（kWh）
2021年 2022年

一番使用電力量が大きい松本本社は倉庫荷捌き場所の灯油暖房

併用しています。コスト面からも灯油暖房は電力削減に寄与し、今

期はデマンド監視でピーク電力の抑制に努めました。真夏の酷暑

の数日と真冬の厳冬期休み明け稼働日のピーク発生に注目して

僅かですが抑制できました。 63KWから61KW

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

灯油（L） 2021年 2022年
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LPGによる二酸化炭素削減

合計

2021年 331.67

2022年 276.02

自動車燃料による二酸化炭素削減

合計

2021年 124843.7

2022年 119284.51

合計

2021年 0 186.86

2022年 ## 591.07

9月 10月

10,352

取組結果とその評価、次年度の取組計画

　一部の月だけ前年比アップとなり、総じてほぼ低減できている。
通勤など社有車で遠距離を走る人員配置の転換も効いていると
思われる。　更にすこしづつだがEV、HV車の入替があり有効的
な低減となっている。今後もHV車の入替増車が弊社として多大
な年間2000万円弱のガソリン代のコストダウンが期待できる。

18 14

54

〇

42 00

11月

17 12

8,813

8,92010,947

9月

12月

1月

5 7 12

0

・適正使用

○

0

25

0

12月

達成状況

50

0

〇

○

0

数値目標

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

10,323 10,199

1月11月

0

0

数値目標

・効率的ルートと運用で営業活動推進

8月2月 7月

10,4339,863 9,525

9

7月

8月

00

0

0

157 97 0

12月

0

0

6

10,595

38

10,667

9,102

4月 5月

0

0

5月

5

8月

11,320

10,437

7

56

10月

10,465

66 11 34 42 74 74

47

8,871 12,140

4月 5月 6月 7月10月

8

0

9,878

6月

11,492

4月 6月3月

45

9,983

79

3月

10,952

2月

8,948 9,699

・適正使用

2月 3月

弊社のLPG使用は手洗いの用途となっている。ここ3年はコロナ
感染対策の為に丁寧な手洗いをしていたのでLPG使用量も多
かった。2023年に入ってからは感染ピークも収まってくるにつれて
使用量低減し落ち着いてきている。

10,203

1月11月

○

・効率を考えて不要時には郵送配送など代替化

35

0

9月

56

112

0

50

100

9月 10

月

11

月

12

月
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

LPG(kg)
2021年 2022年

0

5,000

10,000

15,000

9

月

10

月

11

月

12

月

1

月

2

月

3

月

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

100

200

9

月

10

月

11

月

12

月

1

月

2

月

3

月

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

軽油（L)
2021年 2022年
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一般廃棄物の削減（可燃）

合計

2021年 4275.7

2022年 4551

産業廃棄物の削減

合計

2021年 4497.1

2022年 3569.7

0 0

　

276

117

6月

347

254

357

8月

・カタログチラシ類の低減活動、追加カレンダー削減

2月

411

・産廃物の素材別ボックスの設置

達成状況

417

11月

○

335 344 390 353 353

390 536 393 382

取組結果とその評価、次年度の取組計画

353

7月

10月 12月

895

・梱包材の再利用、

数値目標 ✕

6月

119 123345

7月

202

4月

400 391

10月

達成状況

305

4月 5月

9月

285

0

○

0

△

37

111

291

取組結果とその評価、次年度の取組計画

359

3月

323 386

438 424

185

一般廃棄物は3カ月以外増加となり、平均推移としてもピークが
大きく（ボトムも小さいが）業務量について物流、廃棄物が増えて
いる感じがしている。カタログやカレンダー等の入り量もセーブし
ているがそれだけでは追いつかない。売上も増加しているので売
上高の原単位に移行検討したい。

12月 1月11月

・分別の徹底による可燃ゴミの低減活動

8月

1,260

258

411

3月

176

2月1月

103 394 503

9月

1,201

383

193 123

5月

まとめて廃棄処分しなくてはならない現状があり、平滑化が難し
く、月次によって変動が大きい（大きい月は金属ゴミ、複合ゴミで
あって毎月は業者引取りとしていない為）が、累計としては10％
程低減できている。(売上数字に依存)　一般が増加しているので
もしかしたら分別が甘くなっている可能性もあり再啓蒙必要。

233 31

0

〇数値目標

○

0

100

200

300

400

500

600

9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

一般廃棄物 2021年 2022年

倉庫担当者に分別方法を掲示板にしてもらいました。現

物サンプルを掲示板に貼り付け、分別方法を分かり易く

しました。

0

500

1,000

1,500

9月 10

月

11

月

12

月
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

産業廃棄物 2021年 2022年
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水道水の削減

合計

2021年 1128.55

2022年 1151.45

化学物質の適正管理

取組紹介欄

・毒劇物の教育の徹底

 

・コピー用紙の再生紙使用比率の向上 ○

達成状況

6

0

239

9 134

0 0

5月

12

2月 3月

○

11月

0

8月

145

○

12月

数値目標 ✕

・節水意識への注意喚起、掲示など

0

0

0

0

○

5

取組結果とその評価、次年度の取組計画

0

グリーン購入の推進

○

10月

248 7

・毒劇物の管理の徹底 　(販売のみの為数値
管理しない）

1月

77

232 5

取組結果とその評価、次年度の取組計画

10 115 161

取組結果とその評価、次年度の取組計画

毒劇物管理責任者と共にコンプライアンスの面で共同歩調をとっ
ている。また震災対応やＢＣＰの観点からも管理上重要視してい
る。有効な管理活動と教育啓蒙を今後も実施していきたい。

9116

達成状況

9月

0

7月

0

7

達成状況

9 163

4月

0

0

6月

６月頃以外、ほぼ1年の間で増加したのは上半期コメントにあるよ
うに松本本社での上水供給の設備稼働業務が回復している。稼
働は売上増加となり無駄に使用しているわけでないので原単位
の変更、維持管理に移行すべきと考える。

・コピー用紙以外のグリーン商品選択と情報提供

214123

296

コピー用紙（PPC）の再生紙比率の向上は、本社にて集中購入後
拠点配布をしている。そのため特別用途以外は再生紙へ切り替
えをしている。今後はコピー用紙以外でもグリーン商品選択をし、
積極的に取組みたい。今期から会社案内等の印刷物はバタフラ
イマークやFSC認証のものを採用している。

弊社は事務所で使用するOA機器の電力量低減のため、エプソン製高速インクジェット複合機をEA活動に
取組始めた５年前より各拠点に導入しています。松本本社では約４０人がLANで１台に接続してメインプリ
ンターとして利用、ＦＡＸ受信送信も利用稼働しています。これにより出力枚数が増加しましたが電力低減
に寄与しております。レーザープリンターは一部で利用せざるを得ない場合のみ利用しています。
併せてトナーや感光体といった定期消耗コストの低減にも有効でした。
消耗品コピー用紙の再生ＰＰＣ用紙　グリーン対応品の普及取組をはかっています。
実績も９６％以上となり　計画以上に置換え取組できています。　SDGsを念頭にいれてFSC認証マーク付
き、比較した場合はグリーン商品の購入などを実行しています。

0

100

200

300

400

9月 10

月

11

月

12

月
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

水道水 2021年 2022年
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取組紹介欄

・顧客満足向上 ○

・将来ビジョンの策定 ○

・業務改善提案件数（各拠点月1件） ○ 業務改善提案の取組みは定着しつつあり、徐々に提案数が増え
てきている。今期は佐久営業所の全面改築、インボイス対応や
電帳法対応の業務システム移行などネタは多かった。CSと併せ
て従業員満足度の向上も取組中である。

課題を解決しチャンスを活かす取組

#REF!

・CSR　省エネ　環境ネタの情報入手と提案

達成状況環境に配慮した販売活動

0

ＣＯ2削減の再生可能エネルギー活用で、松本本社倉庫屋上に４９ＫＷの太陽光パネルを設置済です。
再生可能エネルギーの発電事業者登録済で、運転開始以来７年を経過しております。
当年度で太陽光発電量は、全社の電力使用量に対して約２５％となりました。
売電以外の活用として充電器を備え、社有ＥＶ車へ給電をして活用しています。
さらに災害時のＢＣＰ対策としてＥＶ車からＡＣ１００Ｖへの外部供給ユニットも用意しました。
今後も社有車をＥＶ＆ＨＶへ転換の拡大を進めており、着実に事業によるＣＯ2削減に努めております。
夏の厳しい日差し遮断対策として、例年初夏に仕入先の（株）エスペック様よりゴーヤ苗を御支給いただき
「緑のカーテンプロジェクト」として参加活動をしております。

○ 8月末にEA21の全社全拠点認証を終えて環境の目的は達成し
た。次はSDGsの取組として、広義な情報収集と啓蒙に向けて学
習準備をしている。CSR推進の取組活動としていろいろとネタ準
備している。

取組結果とその評価、次年度の取組計画

【目標未達成時の挽回策】 0

・SDGｓに対する取組：情報入手

取組結果とその評価、次年度の取組計画

○

0

達成状況

#REF!

11



◆各サイトの目標と実績・評価
　

　

　

　

　

　

　

　

　

準年度比 　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

注：残り1/4
期計算
実数は目標
値

　

　

　

　

　

　

　

準年度比 　

　

　

　

　

　

　

　

228,322

評価：※経営計画参照

ｋｇ－ＣＯ2

灯油による二酸化炭素削減

Ｘ

2024年

（期）

92%

ｋｇ－ＣＯ２

8,792

適正管理適正管理

Ｘ

97%

97%

102,009

（期）

132%

8,882

98%

309 303

789

98%

942

98%

ｋｇ

基準年度比

986

Ｘ

108,856 107,767

97%

評価

961

100%

110,027

〇

100% 99%

81%

2,793

98%

2,822

99%

基準年度比

98%

基準年度比

100%

105,590

2021年

932

ｋｇ－ＣＯ2

114,062

目標

（期）

ｋｇ－ＣＯ2

（期）

9,064

98%100%

（期）

産業廃棄物の削減

99%

3,160

適正管理

103%

目標

2022年

ｋｇ－ＣＯ2

1,192 781

適正管理

7,965

97%

2023年

〇

102%

108,904

8,973

化学物質管理

Ｘ

98%

112,272

12,002

223,585

2024年2023年

基準年

適正管理

Ｘ

86%

98%

4,422 4,378

二酸化炭素排出量合計

自動車燃料による二酸化炭素削減
ｋｇ－ＣＯ2

水道水の削減

94%

111%

148%

4,290

目標

長野支店

306 299

97%100%

✕

2,765
一般廃棄物(可燃物）の削減

54

97%

99%

松本本社

（期）

目標

97%

✕

97%

88,711

99%

97%

836

2021年

（期）

基準年

コメント

（期）

〇

基準年度比

電力による二酸化炭素削減

228,195

基準年度比 100%

一般廃棄物(可燃物）の削減
99%

ｋｇ

基準年度比

ｋｇ－ＣＯ２

基準年度比 100%

ｋｇ－ＣＯ2

97%

実績目標

9 〇

249

98%

実績

99%

99%

106,679

951

3,302

98%

基準年度比

〇

〇

103,841

98%

評価

797

基準年度比

目標

7,726

97%

3,805

18

2022年

100%

2,850

90,540

99%

8,291

104%

3,335 1,918 〇

100% 99% 98%

7,805

18

3,369

LPGによる二酸化炭素削減

55

97%

【コメント】

適正管理 適正管理

㎥

基準年度比

56

853 844

17

基準年度比

化学物質管理

99% 48%

〇

788

55

産業廃棄物の削減

LPGによる二酸化炭素削減

灯油による二酸化炭素削減

電力による二酸化炭素削減

230,500

㎥

基準年度比

805

100%

ｋｇ

225,890

111,150

98%

98%

89,625

827

水道水の削減

評価：※経営計画参照

〇

適正管理

ｋｇ－ＣＯ2 18

55

102,803

100%

98%

ｋｇ

二酸化炭素排出量合計

100%

100%

91,454

97%99%

88,429
自動車燃料による二酸化炭素削減

99%

97%

〇 適正管理

3,268

適正管理

ｋｇ－ＣＯ2 4,334

100%

7,885

99%

97%

100,525 101,764

？

100,726

57%
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274 271

（期）

2023年

（期）

97%基準年度比

ｋｇ－ＣＯ2

基準年度比

適正管理

ｋｇ

基準年度比

〇

20,007

80%

水道水の削減
41

一般廃棄物(可燃物）の削減

ｋｇ

　

　

✕

化学物質管理 適正管理

129

【評価】※経営計画参照

【コメント】

適正管理

40

307%

99%

98%

41

産業廃棄物の削減

化学物質管理

25

㎥

基準年度比

98%

ｋｇ 128

99%

2,166

　

目標

2,577

2022年

実績

97%

2,123

109%

114116

2,145 2,109

（期）

目標

100%

113

適正管理

97%

30
水道水の削減

100%基準年度比

評価

（期）

LPGによる二酸化炭素削減

100%

電力による二酸化炭素削減

南信営業所

176%

37

59

自動車燃料による二酸化炭素削減

2023年

　

97%

【評価】※経営計画参照

【コメント】

 X

269

24,898

一般廃棄物(可燃物）の削減
99%

98%

30㎥

115

31

259

基準年度比

277

100% 98%

98%

適正管理

119%

適正管理

29,327

産業廃棄物の削減

基準年度比

ｋｇ－ＣＯ２

98%

X

31

99%

94%

204

2021年

灯油による二酸化炭素削減

〇

ｋｇ

97%

2,831

100%

　34

99%

二酸化炭素排出量合計

〇

83% 〇

78

99%

〇

基準年

基準年度比

2,603

ｋｇ－ＣＯ2

　

28,647 30,792

目標

97%

2024年

（期）

〇31,427

基準年度比 100%

ｋｇ－ＣＯ2

基準年度比

89%

65

100%

99%

28,784

X

100%

97%

基準年度比 98%

31,109

基準年度比

ｋｇ－ＣＯ2

（期）

28,494

98%

ｋｇ－ＣＯ2

100%

2,176

評価

38

46%

ｋｇ－ＣＯ2 38

24,853

99%

〇

37

97%

（期）

2,829

25,105

30,234

〇

基準年

81%

2,243

37

24,602

98%

98%

目標

17 〇

2022年

24,351

100%

99%

98%基準年度比 100% 99% 97%

2,199

98%

2,221

100% 99%

2,857

97%

電力による二酸化炭素削減

佐久営業所

目標

（期）

2024年

二酸化炭素排出量合計 ｋｇ－ＣＯ2 29,932

自動車燃料による二酸化炭素削減
ｋｇ－ＣＯ2

基準年度比

実績

3,083

107%

1,808

LPGによる二酸化炭素削減

29,630

2,886

灯油による二酸化炭素削減

100%

〇

2,800

2021年

目標

ｋｇ－ＣＯ２  X

98%

2,551 2,525

64

97%

98%

99%

65

97%

99%

126　

28,203

X

66

25

99%

209

162%

100%

適正管理

〇

25,757

125

97%

97%

26

X

31,744

29,075

89%

適正管理適正管理 適正管理

2,101

40

97%

25
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新潟営業所

2021年 2022年 2023年 2024年

（期） （期） （期） （期）

基準年 目標 実績 評価 目標 目標

電力による二酸化炭素削減
ｋｇ－ＣＯ２ 2,791 2,763 2,605  X 2,735 2,707

基準年度比 100% 99% 93% 〇 98% 97%
灯油による二酸化炭素
削減：新潟は灯油使用

無し

ｋｇ－ＣＯ2 0 0 0 　 0 0

基準年度比 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! NC #DIV/0! #DIV/0!

LPGによる二酸化炭素削減
ｋｇ－ＣＯ2 538 533 465 　 527 522

基準年度比 100% 99% 86% 〇 98% 97%

自動車燃料による二酸化炭素削減
ｋｇ－ＣＯ2 19,631 19,435 23,952 　 19,239 19,042

基準年度比 100% 99% 122% Ｘ 98% 97%

二酸化炭素排出量合計 ｋｇ－ＣＯ2 22,422 22,198 26,557 　Ｘ 21,974 21,750

一般廃棄物(可燃物）の削減
ｋｇ 125 124 115 　 123 121

基準年度比 100% 99% 92% 〇 98% 97%

産業廃棄物の削減
ｋｇ 37 37 178 　 36 36

基準年度比 100% 99% 480% Ｘ 98% 97%

水道水の削減
㎥ 27 27 26 　 26 26

基準年度比 100% 99% 96% 〇 98% 97%

化学物質管理 適正管理 適正管理 適正管理 〇 適正管理 適正管理

【評価】※経営計画参照

【コメント】

北関東＋山梨＋埼玉

2021年 2022年 2023年 2024年

（期） （期） （期） （期）

基準年 目標 実績 評価 目標 目標

電力による二酸化炭素削減
ｋｇ－ＣＯ２ 3,125 3,094 3,792 　 3,063 3,031

基準年度比 100% 99% 121% Ｘ 98% 97%

灯油による二酸化炭素削減
ｋｇ－ＣＯ2 179 177 134 　 176 174

基準年度比 100% 99% 75% 〇 98% 97%

LPGによる二酸化炭素削減
ｋｇ－ＣＯ2 26 26 29 　 25 25

基準年度比 100% 99% 113% Ｘ 98% 97%

自動車燃料による二酸化炭素削減
ｋｇ－ＣＯ2 16,001 15,841 18,096 　 15,681 15,521

基準年度比 100% 99% 113% Ｘ 0.98 0.97

12 12

基準年度比 100% 99% 107% Ｘ 98% 97%

二酸化炭素排出量合計 ｋｇ－ＣＯ2 19,305 19,112 22,022 ✕ 18,919  

一般廃棄物(可燃物）の削減
ｋｇ 0 0 20  0 0

基準年度比 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! NC #DIV/0! #DIV/0!

化学物質管理 適正管理 適正管理 適正管理 〇 適正管理 適正管理

【評価】

【コメント】

産業廃棄物の削減
ｋｇ 0 0 0  0 0

基準年度比 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! NC #DIV/0! #DIV/0!

水道水の削減
㎥ 13 12 13  
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

空気圧縮機、送風機

浄化槽

□外部からの環境上の苦情・要請等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑避難訓練　☑消火訓練　☑劇毒物対応　☑搬出訓練

放水訓練も実施、終了後に電気火災発生の注意点説明などを受講した。
■評価：上記5つの訓練としては大きな問題なし。 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

手順書の変更の必要性

施錠管理・販売管理・表示
顧客要求事項 品質管理　
環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
食品リサイクル法の事業者ごとの基準実施率は達成しています。

2022年9月から2023年2月までの期間、外部からの指摘及び苦情はありませんでした。

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）
廃棄物処理法

空気圧縮機
水質汚濁法 灯油タンク（緊急時の処置）

AM10時30分にとして電気火災発見として上記5訓練を実施。

今回は校正室設備からの電気火災を想定した防災訓練を実施し、通報訓練、避難訓練、消火訓練、劇毒物対

車両の大きさ・重量、通行制限
道路交通法 車両からの積載物のはみ出し、安全運転管理者等
食品リサイクル法 食品廃棄物

2023/4/18　実施

今回は松本広域消防局派遣で上記5訓練を実施した。直近で極めて住宅火災が多く、対応を確認でき有意義で
あった。電気火災を想定したが私達が製品販売する観点からも電気安全や予防といった面で有意義だった。

下水道法

車両の大きさ・重量、乗車の保安基準
道路交通法

除害施設
消防法（危険物） 危険物の保管

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。2022/10/1確認　2023/4/20確認

業務用空調機

毒物・劇物取締法

浄化槽法

搬出訓練について緊急時の対応方法を確認した。松本広域消防局の指導により、貯水槽と放水ポンプからの

容器包装
騒音規制法

振動規制法

道路運送車両法

容器包装リサイクル法

  松本本社
自主防災消防組織　隊長赤羽克英、副隊長山本和男、総務管理班矢島健太郎、通報連絡および避難誘導班　天見
美香、消火班小澤佳幸、搬出班森口詳子ほか25名

フロン排出抑制法

産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス等）
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□代表者による全体の評価と見直し指示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実実施日：2023年4月20日　改訂2024年1月12日

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 （社会情勢、利害関係者 ◇環境方針

◇環境経営目標・計画の達成状況

◇その他 ◇実施体制他

　
環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

□編集後記

継続：EA21の拡大活動を通じ、環境保全に留意して未来への持
続性のある企業活動を推進する。SDGsの取組も要素に入れる

電力,灯油,一般廃棄物水道量,産廃物は困難：自動車燃料，LPG,は達成 EA21拠点拡大中の為目標と計画は維持して動向をみる

緊急事態対応訓練の実施について（松本本社4/18） 電気火災訓練実施予定、水害対策でハザード対応BCP観点で

２０２２年後半から２０２３年にかけて、新型コロナ対策は新たなフェーズに入り現在は文字通りの”After コロナ”を見据
えて私達の日常も社会や経済活動は回復しています。　しかし国際紛争：ウクライナ侵攻は長期化となり解決のNews
は聞こえません、新たにアフリカスーダンでの内戦激化のニュースが聞こえています。
その状況下、エネルギーコスト特に電気代が昨シーズン比で１５０％超え、灯油や石油価格も高値安定となっていま
す。　そして今シーズも気候天候の不安定は厳しい低温、一部地域での大雪、季節外れの寒さをもたらしています。
国際情勢やエネルギー情勢、気候や環境情勢、為替情勢の不安定な状況下で、昨年期弊社は会社業績、売上業績
は順調に推移してコロナ不景気から上昇に転じる事ができました。
これも継続的なお取引いただいているお客様やご支援いただいている仕入先様のおかげで達成ができたものです。
昨期もコメントしましたが技術系商社としての立場はお客様のサプライチェーンの中に組み込まれております。
サプライチェーンでご要求される様々な活動、ゼロカーボン、カーボンニュートラルといったＣＯ２排出量削減活動　そし
て人権やジェンダーレス活動　このような活動は 終的にはＳＤＧｓの枠組みとしてまとめられる感があります。
これらに対して私達は昨年からＳＤＧsの知識や情報を取得し始めております。目標から後退している疑いのある現実
がたとえあったとしてもエネルギー問題、環境側面のみならず、会社の業務を通しそして一人の個人として私達ができ
る事をひとつづつ取組むよう努力してまいります。　さらに長野県内から拡大して県外拠点でエコアクション２１の認証
取得を目指してＳＤＧｓに繋げたいと考えます。

◇環境経営目標・環境経営計画

弊社のコア事業は測定器、試験機、分析機器の販売とアフターメンテの領域であり自ら生産活動はありません。
販売納入後に稼働している機器、装置はエネルギーを必要とします、エレクトロニクスやデバイスの発展の結果、過去
のそれらと機能や性能能力をはるかに超えている現在の機器や装置が少なくありません。また同時に高効率、小型
化、省エネを実現できている場合があたりまえです。
例としてはインバーター搭載の環境試験機、スイッチング化した直流安定化電源などあまたに存在しています。
そのような製品を旧製品からの入替え時にあるいは増設時にご提案することでユーザー様の立場で省エネによる稼働
エネルギーとコストの低減にお役立ちできることを改めて反芻できました。またエネルギーを測定する製品も販売して
います。昨期には長野県内拠点でEA21を取得完了、電力使用量をＷｅｂ切替えによりネット上で把握が可能となりまし
た。　　　デマンド機器が設置されている松本本社はピーク電力発生日時がつかめて電力低減できたこと、紙の印刷
物：営業案内の改定版をより環境に配慮した取組みでFSC＆バタフライ認証マーク付きに切替えました。
今期は活動取組みとして初めて環境に関連したWebセミナーを昨年秋に弊社主催として配信できました。
内容は１：測定器メーカー：日置電機様　２：試験機メーカー：エスペック様　３：環境測定器メーカー：ティアンドディ様
各プログラムは弊社担当と先方様と共に環境面で消費エネルギーの低減や空調監視管理に有効なツールや事例紹
介、CSRやSDGsに向けての取組みをご紹介ができました。
こちらは弊社のWebサイトにアップしています（但しパスワード管理しています）、今後もDX利用などを有効展開してま
いりたいと思います。

おかげさまで関係者の尽力のもと　弊社は2023年8月に念願の全社全拠点EA21の認証取得が実現できました。
2018年にCSR活動の推進室が設置され、活動の一環で環境活動の準備を開始して2019年に松本本社で段階的認証
取得から始まりました。　過去弊社はISO14000認証取得しましたが、残念ながらその後認証返上した過去があります。
いわゆる紙、ゴミ、電気の量削減に重きを置いてしまい、一番大切な目的意識や意味付けが希薄だったと思います。
その後は身に着けた削減活動は継続していたのは救いでした。
前述のCSR推進室は環境活動だけでなく、私達の組織である会社が企業価値の向上、継続的存続と発展のため様々
なリスクに対処する体制を整備し、適切な業務運営を行う為の取組みを推進しています。
１：コンプライアンス遵守　２：顧客満足度の向上　３：従業員満足度の向上　を大きな目的として私達の取組はこれから
も継続して参ります。　 後にご指導いただいたコンサルタントの先生方、取組みに時間をさいていただいたCSR＆EA
事務局のメンバー、日常活動をしていただいている従業員各位に感謝を申し上げます。
あっ、SDGsに向かって更にレベルアップしなくてはなりませんのでこれからもよろしくお願いします。
CSR推進室責任者＆環境管理責任者：赤羽克英

継続：CSRの取組み調査　新規：新型コロナ対策で
業務や営業手法の変化
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